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お金と買物が大好きで今の仕事をしています。
消費者の情報活動（収集・蓄積・活用・発信)とライフスタイルの関係に関心
を持っています。
家計行動、環境行動、消費者行動に情報力がどのように
関係し、それによって人間発達がいかに進むかを
授業実践を通じて研究しています。
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家計行動(消費行動)、環境行動、教材開発等

学校給食の残滓調査をし、給食から環境教
育を考える教材を研究しています。ちなみに
写真↓は給食から出た小型パンの残り。もっ
たいないですね・・・

「人生設計ゲーム」を作成し、小・中・高校・大
学・社会人に実践しています。
現在は、WEB版を作成中。高齢者用のライフプ
ランニング用キットと幼児用の金融教育も開発
中。家計簿アプリを用いた家計行動分析も研究
予定です。

200年前と同じライフスタイルを世界の先進
国アメリカでとり続けるAmishの人々。その
ライフスタイルと環境、情報との関係を研究
しています。

研究主題：

消費者の情報活動と
ライフスタイルに関する研究

５


